
形 成 外 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 松田　翔太 日本形成外科学会専門医 形成一般 眼瞼下垂、
皮膚悪性腫瘍

専 攻 医 幡　　輝世 形成一般

医 師 尹　　　庸 日本形成外科学会専門医
日本医師会認定産業医 形成一般 足、レーザー

｜令和 ３年度の主な取組｜

①�6 歳以下の小児は局所麻酔での手術が困難なため全例全身麻酔下での手術が基本となりますが、侵襲の
低い手術症例に関しては日帰りでの全身麻酔手術が可能となりました。
　これに関しては新たに日帰り全麻パスを作成し運用を開始しております。
②�ハイブリッド手術室の稼働に伴い、当科では主に顔面骨骨折の手術にハイブリッドを導入しより正確な
手術ができるようになりました。

専門医資格等
日本形成外科学会評議員
　形成外科専門医
日本手外科学会代議員
　手外科専門医
日本創傷外科学会　専門医
小児形成外科分野指導医
再�建・マイクロサージャリー
分野指導医
レーザー分野指導医
乳�房再建用エキスパンダー・
インプラント責任医師
日本体育協会
　公認スポーツドクター
滋賀医科大学病院教授
京都大学臨床教授
京都大学医学博士

専門分野
手外科
眼瞼形成
レーザー
再建外科

医長
診療科長（形成外科）
荒田　順

（2022年 ３ 月３1日まで）

専門医資格等
日本形成外科学会専門医
日本内科学会認定内科医
日本医師会認定産業医

専門分野
形成外科一般

得意疾患
外傷
熱傷
眼瞼下垂
乳房再建医長

海透　修子
（2022年 ４ 月 1 日から）
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｜診療実績｜

入院患者数
2020年度 2021年度 

1 日平均患者数（名） 8.1 7.9

新入院患者数（名） 231 284

平均在院日数（日） 12.3 9.8

外来患者数
2020年度 2021年度 

1 日平均総患者数（名） 17.7 21.2

主な術式別手術件数（2021年度）

外傷 176件 難治性潰瘍  80件

先天異常  43件 炎症、変性疾患  47件

腫瘍 585件 レーザー 337件

瘢痕、ケロイド  72件 その他  78件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2021.04.14-16	 第64回日本形成外科学会学術集会　ポスター発表
「交通外傷による中足部組織欠損に対しキメラ型遊離肩甲皮弁による中足部の再建を施行した一例」
尹　　　庸、荒田　　順、海透　修子、熊切　將宜、　山下輝世

2021.04.22-23	 第64回日本手外科学会学術集会
「中指末節骨・背側軟部組織欠損へのReverse�digital�artery�flap�on�bone�graftによる再建」
丸川	　雄大、荒田　　順、杉田　憲彦、本田　祐造、田中優砂光、宮崎　　洋一、貝田　英二

2021.07.15-16	 第13回日本創傷外科学会総会　ポスター発表
「糖尿病患者のインスリン自己皮下注射に伴う巨大皮下血種の一例」
荒田　　順、海透　修子、山下　輝世、尹　　　庸

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

症例報告
Nonincisional�Osteotomy�for�Gradual�Lengthening�by�Callus�Distraction�for�Congenital�Brachymetatarsia.�
Journal	of	Foot	and	Ankle	Surgery,	60,	6,	1293-1296,	2021
Arata	J,	Kumakiri	M,	Yamashita	T,	Kaito	S.

症例報告
Reconstruction�of�E.�coli�Osteomyelitis�of�Costa：A�Case�Report
Plast	Reconstr	Surg	Glob	Open.,	9,	2,	e3413.,	2021.02.17
Teruyo	Yamashita,	MD	Jun	Arata,	MD,	PhD	Masanori	Kumakiri,	MD	Shuko	Kaito,	MD	Yong	Yoon,	MD

原 著
当院における壊死性筋膜炎28例の検討
日本形成外科学会会誌,	41,	6,	305-311,	2021.06
松田　翔太、田中佑里恵、長井　美樹、野村　健志、村田　　舞、堀尾　　修、山脇　吉朗
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